
掛川市補助金等交付規則の一部を改正する規則 

掛川市補助金等交付規則（平成17年掛川市規則第30号）の一部を次のように改正する。 

第17条を次のように改める。 

（加算金及び延滞金） 

第17条 補助事業者は、第15条第１項の規定により補助金等の交付の決定の全部又は一部の取消し

を受け、同条第３項の規定により返還を命ぜられたときは、その命令に係る補助金等の受領の日

から納付の日までの日数に応じ、当該補助金等の額（その一部を納付した場合におけるその後の

期間については、既納額を控除した額）につき年10.95パーセントの割合で計算した加算金を市

に納付しなければならない。 

２ 補助金等が２回以上に分けて交付された場合における前項の規定の適用については、返還を命

ぜられた額に相当する補助金等は、最後の受領の日に受領したものとし、当該返還を命ぜられた

額がその日に受領した額を超えるときは、当該返還を命ぜられた額に達するまで順次さかのぼり

それぞれの受領の日において受領したものとする。 

３ 第１項の規定により加算金を納付しなければならない場合において、補助事業者の納付した金

額が返還を命ぜられた補助金等の額に達するまでは、その納付金額は、まず当該返還を命ぜられ

た補助金等の額に充てられたものとする。 

４ 補助事業者は、補助金等の返還を命ぜられ、これを納期限までに納付しなかったときは、納期

限の翌日から納付の日までの日数に応じ、その未納額につき年10.95パーセントの割合で計算し

た延滞金を市に納付しなければならない。 

５ 前項の規定により延滞金を納付しなければならない場合において、返還を命ぜられた補助金等

の未納付額の一部が納付されたときは、当該納付の日の翌日以降の期間に係る延滞金の計算の基

礎となるべき未納付額は、その納付金額を控除した額によるものとする。 

６ 第１項及び第４項に規定する年当たりの割合は、閏年の日を含む期間についても、365日当た

りの割合とする。 

７ 前各項の規定により計算した加算金又は延滞金の額に100円未満の端数があるとき、又は

その全額が1,000円未満であるときは、その端数金額又はその全額を切り捨てる。 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 


